
図 1．菌種別病原細菌分離状況（2021）
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目的：当所では県内 10 か所の公的病院，4 か所の
富山県厚生センター，富山市保健所，衛生研究所
を定点として病原細菌の検出情報を収集し，県内
での感染症の動向監視の一助とする．

結果：2021 年 1 月から12 月までの検出情報を菌
種別（図 1）および材料別（表 1，2）に集計した．
病院で分離されたStaphylococcus aureus について
は，methicillin ‐ resistant S. aureus（MRSA）
の割合（表３）を求めた．

全体の分離菌（15,795 株）は昨年の15,220 株に
比べると103.8％と増加傾向を示した．詳細をみる
と，菌種別ではEscherichia coli が分離数 4,877
株（30.9%） でもっ とも多 かっ た． 次 いで，S. 
aureus が2,771 株（17.5%），コアグラーゼ陰性 S. 
aureus 1,783 株（11.3%），Klebsiella pneumoniae
が1,324 株（8.4%）で，昨年に比べるといずれも
増加していた．

検 出 材 料 別 の分 離 菌 は， 尿 からが7,098 株
（44.9％）と最も多く，続いて喀痰，気管吸引液お
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分分離離材材料料 分分離離菌菌数数 割割合合（（％％））
尿 7,098 44.9
喀痰､気管吸引液および下気道の材料 3,352 21.2
血液 2,475 15.7
陰部尿道頸管擦過（分泌）物 1,165 7.4
糞便 635 4.0
咽頭および鼻咽喉からの材料咽頭 698 4.4
穿刺液(胸水、腹水、関節液など） 368 2.3
髄液 4 0.0
合合計計 15,795 100.0

表１．材料別病原細菌分離状況

よび下気道の材料から3,352 株（21.2%），血液か
ら2,475 株（15.7%）の順であった．これらの材料
からの分離菌で全体の81.8% を占めた．この傾向
は昨年と同様であった．

以下に材料別の分離状況について報告する．
糞便：分離菌数は635 株で，前年の77.6％であっ
た． 最 も多 かっ たのはS. aureus 265 株（ うち
MRSA107 株 40.4％）で，前年の103.0％であった．
次に多かったのはE. coli 195 株であったが，前年
の62 株のおよそ半数に減少した．E. coli（EHEC/
VTEC）は16 株分離され，その内訳は血清群
O157 が 8 株，O121 が 2 株，O8，O26，Og49，
O91，O111，O128 各 1 株であった（データ未掲
載）．Campylobacter は128 株で前年の83.7％で
あった．これまでもっとも多く分離されたE. coli
の分離数がこの2 年間で著しく減少した．
穿刺液：分離菌数は368 株で前年の102.0％で
あった．穿刺液からの分離菌数は2017 年からわ
ず か で は あ る が 増 加 傾 向 が 続 い て い る．
Anaerobes，E. coli，methicillin ‐ sensitive S. 
aureus（MSSA），コアグラーゼ陰性 S. aureus が
多く分離された．
髄液：分離菌数は4 株（前年は6 株）であった．
血液：分離菌数は2,475 株，前年の108.5％であっ
た．E. coli（919 株），コアグラーゼ陰性 S. aureus

（890 株），S. aureus（354 株，内 MRSA38.4％）が
多く，これら３菌種で87.4％を占めた．
咽頭および鼻咽喉：分離菌数は698 株で前年の
109.9％であった．分離されたのはStreptococcus 
pneumoniae（335 株 ），Haemophilus influenzae，

（323 株）で94.3％を占めた．
喀痰，気管吸引液および下気道：分離菌数は
3,352 で昨年の3,386 株とほぼ同様であった．S. 
aureus が1,472（うちMRSA668 株 45.4％）ともっ
とも多 く，Klebsiella pneumonia, Pseudomonas 
aeruginosa なども多く分離された．
尿：分離菌数は7,098 株で前年の108.2％であった．
E. coli の分離菌数が3,335 株ともっとも多く，尿
からの分離菌数のおよそ半数（47.0%）を占めた．
Enterococcus spp，K. pneumoniae なども多く分
離された．
陰部尿道頸管擦過（分泌）物：分離菌数は1,165
で前年とほぼ同数であった．分離菌も昨年同様
Streptococcus,B ，Candida albicans が多かった．
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表２．月別・菌種別病原微生物検出状況 
１）分離材料：糞便

－ 93 －

富山衛研年報　第45号（2022）



2）分離材料：穿刺液（胸水，腹水，関節液など） 

3）分離材料：髄液 

4）分離材料：血液 

5）咽頭および鼻咽頭からの材料 
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6）分離材料：喀痰，気管吸引液および下気道の材料

7）分離材料：尿

8）分離材料：陰部尿道頸管擦（分泌）物
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表３．材料別のStaphylococcus aureus の内訳
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